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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和 5 年 7 月 31 日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

（一社）庄原観光推進機構 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

広島県庄原市 

所在地 広島県庄原市三日市町 4番地 10（里山の駅庄原ふらり内） 

設立時期 令和 2年 4月 1日 

事業年度 4 月 1日から翌年 3月 31日までの 1年間 

職員数 12 名【常勤 11名(正職員 9名、派遣 2名)、非常勤 1名】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

土井 幹雄 

（出身組織名） 

(一社)庄原市観光協会 

平成 22 年から庄原商工会議所の副会頭を、平成

24 年から（一社）庄原市観光協会の会長を務

め、多様な関係者を巻き込む力のある人材であ

る。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

坂田 忠則「専従」 

（出身組織名） 

(一社)庄原市観光協会 

株式会社クラブメッド 大阪支店長等、数々の旅

行社の職務を歴任し、平成 26 年から（一社）庄

原市観光協会の専務理事を務める。 

副本部長 （氏名） 

糸原 秀晴 

（出身組織名） 

庄原市役所から派遣 

平成 25 年度から庄原市商工観光課に在籍し、当

機構の設立に携わる。補助金申請、収益事業など

の事業管理全般と官民ネットワークの構築に携わ

る。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

藤原 愛「専従」 

（出身組織名） 

(一社)庄原市観光協会 

平成 24 年から（一社）庄原市観光協会の総務・

財務を担当し、持続可能な運営のため、運営収支

や財源確保に関する検討を行う。 



様式１ 

2 

 

プロモーションの

責任者（専門人

材） 

（氏名） 

脇 泰弘「専従」 

（出身組織名） 

プロ人材として採用 

印刷会社での勤務経験を生かし、広報物のデザイ

ン、WEB サイトなどオウンドメディアの管理をは

じめ、国内外のプロモーション業務に取り組む。 

旅行商品の造成･販

売）の責任者（専

門人材） 

（氏名） 

中島 一晃「専従」 

（出身組織名） 

プロ人材として採用 

旅行会社の勤務実績を生かし、旅行事業全般を管

理し、魅力あるプロダクト開発に取り組む。 

地域商社事業の責

任者（専門人材） 

（氏名） 

大谷 恵美「専従」 

（出身組織名） 

プロ人材として採用 

食品や農業の業界紙記者として培った発信力を生

かし、地域商社事業全般を管理、地域産品の流通

拡大に取り組む。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

・庄原市企画振興部商工観光課 

（観光振興施策、マーケティング・プロモーション連携） 

・同林業振興課・農業振興課（地域商社事業） 

・同自治定住課（観光まちづくり） 

・同生活福祉部市民生活課（二次交通アクセス） 

連携する事業者名

及び役割 

〇当機構の理事 

・庄原商工会議所、備北商工会、東城町商工会 

（商工連携、商品開発、イベント運営、プロモーション等） 

・備北交通㈱（二次交通アクセス） 

・㈱グリーンウインズさとやま（国営公園連携） 

・㈱緑の村（アウトドア・道の駅連携、地域商社事業） 

・㈱ＢＴＭ（雪山誘客、合宿誘致） 

〇当機構の社員 

・㈱広島銀行庄原支店、広島みどり信用金庫（資金調達） 

・JA ひろしま庄原地域本部（農業連携、地域商社事業） 

・㈱サンヒルズ庄原（宿泊誘致） 

・休暇村帝釈峡（宿泊誘致） 

・しょうばら花会議、NPO 法人西城町観光協会、庄原まちなか観光会議、帝釈

峡観光協会、庄原市自治振興区連合会（観光まちづくり、プロモーション等） 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】 

・庄原市及び地域の多様な関係者が、当機構の構成員として理事会や総会に参

画し、観光戦略等の意思決定に関与している。 

・エリアミーティングを開催し、地域の取り組みに寄り添った連携支援を行っ

ている。 

・庄原市と当機構において、定期的にミーティングを実施し、戦略推進の連

携・合意形成に努めている。 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

・市広報誌へ当機構の取り組みを掲載するとともに、あらゆる会合や機会を通

じて、当機構の活動に対する理解や観光地域づくりの重要性について啓発して

いる。 

・地域住民等を対象とした「観光地域づくり講座」を開催し、地域住民等の事

業参画を促進している。 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

令和 2 年プロモーション事業 

①広報媒体の制作 

・公式観光サイト「庄原観光ナビ」 

・観光ガイドブック 
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・プロモーション動画（秋・冬） 

・顧客ニーズの早期回復（ポスター・動画） 

②広告 

・WEB マガジンへの掲載 

③オウンドメディアの運営（WEB サイト、SNS） 

④旅行会社等へのセールス 等 

令和 3 年プロモーション事業 

①広報媒体の制作 

・公式観光サイト「庄原観光ナビ」トップページリニュー 

アル 

・1000 年アート特設サイトの制作 

・観光ガイドブック 

・プロモーション動画制作（秋・冬） 

・ブランドポスター 

・オンラインプロモーションの実施 

・1000 年アートフォトスポット（棚田テラス） 

②広告 

・WEB マガジンへの掲載 プレスリリース配信 

③オウンドメディアの運営（WEB サイト、SNS） 

④旅行会社等へのセールス 等 

令和 4 年プロモーション事業 

①広報媒体の制作 

・公式観光サイト「庄原観光ナビ」 

・観光ガイドブック 

・プロモーション動画制作（春・夏） 

・オンラインプロモーションの実施 

・1000 年アート Instagram 投稿キャンペーンの実施 

②広告 

・オンライン広告の実施 

・プレスリリース配信 

③オウンドメディアの運営（WEB サイト、SNS） 

④旅行会社等へのセールス 等 

受入環境の

整備 

令和 2 年マーケティング事業 

①観光実態調査 

・道の駅等交流拠点施設対面アンケート（410 人） 

・宿泊施設自記式アンケート（576 人） 

②ＷＥＢマーケティング 

・WEB サイト（庄原観光ナビ）・SNS のアクセス解析 

③観光客動態分析調査整備 

・道の駅等交流拠点施設（3カ所）にセンサーデータを設置 

令和 2 年マネジメント事業 

①観光人材の育成 

・マーケティングセミナー 

・WEB を活用した PR セミナー 

・添乗・ガイド員養成講座 

②二次交通アクセスの改善 

・Eバイクの整備 

令和 3 年マーケティング事業 
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①観光実態調査 

・道の駅等交流拠点施設対面アンケート（389 人） 

・宿泊施設自記式アンケート（597 人） 

②ＷＥＢマーケティング 

・WEB サイト（庄原観光ナビ）・SNS のアクセス解析 

令和 3 年マネジメント事業 

①観光人材の育成 

・観光地域づくり講座 スマホ動画制作オンライン講座 

・観光まちづくりセミナー 

・オンラインツアー造成講座 

②二次交通アクセスの改善 

・各拠点施設に整備し、レンタサイクルの仕組みを構築 

令和 4 年マーケティング・マネジメント事業 

①観光実態調査（WEB アンケート調査） 

・道の駅等交流拠点施設（回答数 560 人） 

・宿泊施設（回答数 580 人） 

②ＷＥＢマーケティング 

・WEB サイト（庄原観光ナビ）・SNS のアクセス解析 

③観光人材の育成 

・インスタ活用セミナー（備北商工会と連携して実施） 

・新聞記者に学ぶ情報発信セミナー 

・観光プロダクト開発セミナー 

④二次交通アクセスの改善 

・サイクリング体験キャンペーンの実施 

観光資源の

磨き上げ 
令和 2 年着地型観光推進事業 

①着地型観光推進事業 

・アドベンチャーツーリズム、フォトツーリズム、サイクル

ツーリズム調査 

・探求学習（SDGｓ）プログラム開発 

・ワーケーションの商品開発 

・農泊コンテンツ開発 

・研修・合宿の誘致（アスリートフードメニュー等） 

令和 2 年地域商社事業 

②地域商社事業 

・庄原フードツーリズム魅力発信（特集記事） 

・特産品開発・ブラッシュアップ（8品目） 

・お取り寄せグルメの魅力発信（特集記事） 

令和 3 年着地型観光推進事業 

①着地型観光推進事業 

・サイクルツーリズムの開発およびプロモーション 

・探求学習（SDGｓ）プログラムプロモーション強化 

・クイズで SDGs コンテンツの制作 

・企業研修型ワーケーションの開発 

・ファスティングプランの開発 

②地域商社事業 

・庄原フードツーリズム魅力発信（特集記事） 

・里山プレミアムディナー 

・お取り寄せグルメの開発 
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・ネットショップの開発 

・プライベートブランド商品の開発 

令和 4 年着地型観光推進事業 

①着地型観光推進事業 

・合宿誘致プロモーション 

・和牛と酪農のルーツを巡り比婆牛フレンチを堪能するモニ

ターツアーの実施 

・新たなアクティブティ「リバーウォーク」の開発およびモ

ニターツアーの実施 

・アドベンチャーツーリズム推進に向けた専門家派遣 

・通訳案内士とのマッチングイベントに参加 

・VisitJapan トラベル＆MICE マート 2022 への出展 

②地域商社事業 

・物販拠点の販売促進支援 

・集客・売上アップセミナーの実施 

・ネットショップの運営 

 

【定量的な評価】 
指標 単位 平成 30 年

実績 

令和 2年

実績 

令和 3年 

実績 

令和 4年

実績 

令和 5年 

目標 

総観光客数 万人 261.4 172.8 167.3 196.3 270 

観光消費額 億円 38.7 22.5 20 24.4 44.0 

延べ宿泊客数 万人 19.8 8.9 9.1 10.2 24.0 

来訪者満足度 ％ 69 80 85.3 84.5 74 

リピーター率 ％ 67 71 77.5 80 72 

WEB アクセス

数 

千件 921 731 955 917 1,254 

 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

・令和 2年 4月 1日に（一社）庄原市観光協会を改組し、官民連携で行政、商

工、農業、観光、交通、宿泊、金融等の地域の多様な関係者を構成員として、

（一社）庄原観光推進機構を設立し、合意形成を図りながら観光地域づくりを

進めている。 

・①庄原観光推進機構(庄原 DMO)、②庄原市、③庄原 DMO との連携事業者、④

商工団体・金融機関・教育機関・市民団体（自治振興区）等、⑤せとうち

DMO・県観光連盟等と、連携した取り組みを進めている。 

 

①庄原観光推進機構(庄原 DMO)の役割 

マーケティング・観光プロダクト開発・プロモーションを中心として、観光地

域づくりのマネジメントを行う。 

②庄原市の役割 

市全体の観光施策の調整、国・県行政との連絡調整など、観光客の受入環境の

整備を推進する。 

③庄原 DMO との連携事業者の役割 

観光関連サービス・プロダクト開発等を通じ、観光客を受け入れる体制を充実

させていく。 

④商工団体・金融機関・教育機関・市民団体（自治振興区）等の役割 

庄原 DMO との連携事業者の活動を支援する。 

⑤せとうち DMO・県観光連盟等の役割 

インバウンド等広域でのマーケティング・プロモーションを連携して実施す

る。 
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【実施体制図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 庄原観光推進機構(庄原 DMO)  

① マーケティング 

データ収集・分析・戦略策定等 

② 観光プロダクト開発 

観光資源の磨き上げ、旅行商品・滞在プログラ

ムの造成、地域商社（地域産品の流通拡大）等 

③ プロモーション 

連携・一元化された効果的な情報発信 

④ 観光地域づくり（マネジメント） 

観光関連事業者等の連携・ネットワークづくり 

人材育成、地域での啓発活動 

国内市場（ビジネス・観光客） インバウンド市場 

せとうち DMO・県観光課等 

インバウンドに関するマーケ

ティング・プロモーション 

庄原市（商工観光課） 

市全体の観光施策、国・県行

政との連絡窓口、観光関連予

算調達、議会対応、市役所内

各所調整、受入環境整備、観

光施設・資源管理、各団体支

援 等 

商工団体・金融機関・教育

機関・市民団体（自治振興

区）等  

DMO 連携事業者等の支援 

DMO との連携事業者※ 

観光関連サービス・プロダクト開発等 

※宿泊業、各施設・産品店、交通事業者、

ガイド団体、アクティビティ事業者、飲

食店、農業・食品産業、イベント実施団

体、観光に関係する諸団体・市民等 

①マーケティング ③プロモーション 

②観光プロダクト開発支援 ④観光地域づくり 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区域設定の考え方】 

庄原市は、平成 17年 3月に 1市 6町が合併し現在の

姿となっている。西日本以西で最大の面積を有する

という点を活かし、各地域の観光資源を組み合わせ

ながら市全体としての魅力向上を図っていく。 
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【観光客の実態等】 

・新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、観光需要は引き続き落ち込み、本市においても令和 4年

の総観光客数は 196,3 万人と、コロナ前の平成 30年の 261,4 万人と比較して 24,9％も減少し、観

光振興計画の目標である 270 万人に対しても 27.2％の低い達成率となっている。しかし、令和 3年

の総観光客数 167,3 万人と比較すると 17.3％増加した。 

・観光客の居住地・構成については、広島県内を中心に日帰りの可能なエリアからの来訪が多く、メ

ンバー構成としては夫婦や子育てファミリーが上位 

・観光客の動線としては、備北エリアおよび山陰山陽の周遊が多い 

・観光地の認知度は低く、買い物・直売所に行く目的が上位 

・アウトドア（ラフティング・サイクリング）の需要も多い 

・帝釈峡と国営備北丘陵公園の認知度・関心度が高い 

・観光客のニーズとしては、「食」に関するものが上位 

 
【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

・アウトドア活動や、自然の豊かさを楽しむことができる体験などへの関心が高まっている中、比婆

道後帝釈国定公園をはじめとする自然資源や美しい景観を活かした登山やスキー、キャンプ、ラフテ

ィングなどの里山アクティビティが豊富に存在する。 

 

種別 内容 

道の駅等 

食彩館しょうばらゆめさくら、道の駅たかの、道の駅遊 YOU さろん東城、モーモ

ー物産館、グリーンポート吾妻路、道の駅リストアステーション、里山の駅 庄原 

ふらり 

温泉 

桜花の郷ラ・フォーレ庄原(庄原さくら温泉)、ひばごん郷温泉すずらんの湯、リ

フレッシュハウス東城 東城温泉、鮎の里公園 高瀬の湯、高野温泉神之瀬の湯、

比和温泉 あけぼの荘 

公園 国営備北丘陵公園、比婆道後帝釈国定公園 

グルメ 比婆牛、そば、庄原焼き、チーズ、ジェラート等 

アクティビ

ティ 

ラフティング、スキー場、帝釈峡遊覧船、さとやまサイクリング、ツリーアドベ

ンチャー、トレッキング等 

自然 オープンガーデン、桜、節分草、福寿草、道後山、比婆山、吾妻山 

神社･仏閣 熊野神社 

 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

種別 地域 施設名 
部屋数

（室） 

収容人数

（人） 

ホテル 

 

庄原 桜花の郷ラ・フォーレ庄原 62 200 

庄原 庄原グランドホテル 53 80 

庄原 ホテル比婆荘 18 41 

西城 ひろしま県民の森公園センター 21 120 

西城 ひば道後山高原荘 31 98 

東城 休暇村帝釈峡 41 265 

東城 帝釈峡観光ホテル錦彩館 17 70 

東城 帝釈峡観光ホテル養浩荘 12 90 

東城 リバーサイドホテルヨナゴ 13 30 

西城 民宿 比婆山温泉 9 30 

旅館 西城 安原旅館 5 20 
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西城 猫山館 9 30 

西城 宮﨑旅館 6 30 

東城 角屋旅館 15 20 

東城 大正旅館 8 20 

東城 松本荘 12 60 

口和 鮎の里公園 8 40 

比和 福田頭・宿泊研修施設かさべるで 15 90 

総領 ふるさとセンター田総 6 194 

庄原 高茂温泉 鵜の子荘 8 32 

民宿 

庄原 暮らし宿 お古 1 8 

庄原 せとうち古民家ステイズ HIROSHIMA 不老仙 1 6 

東城 体験型農家民宿 百姓庵「紡」 1 6 

比和 せとうち古民家ステイズ HIROSHIMA 長者屋 1 6 

高野 せとうち古民家ステイズ HIROSHIMA こざこ森 1 8 

合宿所 
西城 道後山高原合宿センター 8 84 

庄原 国営備北丘陵公園 備北公園管理センター 19 160 

キャンプ・

コテージ 

庄原 湖畔ステイズ庄原 7 50 

西城 スノーリゾート猫山 66 320 

高野 大鬼谷オートキャンプ場 16 96 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

＜車＞ 

関西(大阪府)から(中国自動車道等経由)：約 3時間 30分 

広島市から(中国自動車道等経由)：約 1時間 10 分 

福山市から(尾道道等経由)：約 50 分 

松江市(島根県)から(松江道等経由)：約 1時間 20分 

今治市(愛媛県)から(しまなみ海道等経由)：約 1時間 40分 

岡山市(岡山県)から(中国自動車道等経由)：約 1時間 50分 

＜高速バス＞ 

広島バスセンターから：約 1時間 50 分 

新大阪から：約 4時間 30分 

 

＜鉄道＞ 

JR 広島駅から(JR 芸備線)：約 2～3時間 

JR 福山駅から(JR 福塩線)：約 4時間 

JR 岡山駅から(JR 山陽本線等)：約 2時間 30分 

JR 出雲市駅から(JR 山陰本線等)：約 4時間 20 分 

＜その他の事項＞ 

市街地循環バス：1日 9便運行 

他地域内事業者数(バス・タクシー)：14社 

【外国人観光客への対応】 

英語、韓国語、中国語の観光パンフレットを作成 

一部観光施設における Wi-Fi 環境の整備 

コミュニケーションツールとして、行動別の指差しシートの作成 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 観光客の消費動向の把握 

経済波及効果の把握・分析 

観光戦略の効果検証 

庄原市観光統計（毎年実施）による

観光事業者の取りまとめ。 

延べ宿泊者数 観光客の宿泊動向の把握 

観光戦略の効果検証 

庄原市観光統計（毎年実施）による

宿泊事業者の取りまとめ。 

来訪者満足度 観光客の満足度の動向把握 

観光戦略の効果検証 

サービス・商品の改善 

観光拠点施設等で観光動態調査を実

施し、来訪者アンケートを取りまと

める。 

リピーター率 観光客のリピーター率動向把握 

観光戦略の効果検証 

サービス・商品の改善 

観光拠点施設等で観光動態調査を実

施し、来訪者アンケートを取りまと

めた。 

外国人観光客数 外国人観光客の入込動向把握 

インバウンド戦略の効果検証 

庄原市観光統計（毎年実施）による

観光事業者の取りまとめ。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

グーグルアナリティクスを活用して

実施。 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
・国立社会保障・人口問題研究所によると、庄原市の人口は 2040 年までに 23,740 人に減少すると推

計され、現在、年間約 700 人のペースで減少している。人口減少が地域経済を縮小させ、その結果、

さらに人口が減少するという負のスパイラルに陥る恐れがあり、地域産業の衰退、地域活力の減退、

生活不安の増大など、地域の持続性に対する危機感が高まっている。 

・このような中、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）を中心に観光地域づくりを進めることにより、市外

からの観光客を呼び込み、観光交流人口を増加させるとともに、質の高いサービスを提供し外貨を稼

ぎ、地域経済の活性化につなげることとしている。また、移住・定住の促進を図り、持続可能な地域

づくりの実現を目指すことが期待されている。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・古民家の残存率が全国第 3位など、美しい里

山の景観や文化（田園風景、農作業を中心とし

た人の営み等）が残っている。 

・古事記神話などの歴史・文化が豊富 

・比婆道後帝釈国定公園や国営備北丘陵公園な

ど豊かな自然資源と景勝地に恵まれ、登山やス

キー、キャンプなどアウトドアアクティビティが豊富 

・食材が豊富（比婆牛、米、野菜、果物、日本酒

等） 

・中国自動車道とやまなみ街道が交わるアクセス

利便性の高さ 

弱み（Weaknesses） 

・目的となる魅力ある観光プロダクトの不足 

・認知度および観光地としてのイメージの低さ 

・二次交通アクセスの不足 

・地域産業の後継者（担い手）の不足 

・外国人観光客の受入体制の不足 
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外部

環境 

機会（Opportunity） 

・アウトドア人気の高まり 

・テレワークの普及によるワーケーションニーズ 

・地方文化への憧れ・移住ニーズの高まり 

・ＳＤＧｓなど、社会・環境問題への関心の高まり 

・個人旅行の増加 

・価値観の多様化 

・デジタル化の進展 

脅威（Threat） 

・国内における人口減少と高齢化社会の進行

（需要の縮小） 

・空き家の増加等地域景観の悪化 

・気象の変化（雪不足、災害、猛暑等） 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

①居住地等 

・広島都市圏、関西圏及び首都圏等に居住する 50～60 代男性及び 30～40 代女性 

②キャラクター 

・責任感が強く、プライベートよりも仕事を優先しがちな経営者、大企業の管理職、キャリアウーマ

ン。 

・普段は仕事が忙しく心身ともに疲れ気味で、日々のストレスから解放され、心と体をリセットしたい、リフ

レッシュしたいと考えている。 

・自分自身を見つめ直し、自分らしさを取り戻すことができる場を求めている。 

・都市生活では普段感じることが少ない人の温かさや優しさを求めている。 

・子供の頃に体験した里山の景観やそこで暮らす人々の営みに郷愁を感じている。 

・本物志向で生活にゆとりがあり、よいもの・本物にお金を出すことは厭わない。オフのときは 2～3

泊でゆっくりと過ごすことができる。 

○選定の理由 

・本市には広島都市圏や関西圏など都市部からの来訪者が多く、また、市場としても大きいため。 

・本市が有する里山の景観や文化は、都市生活には無い人の温かさ・優しさや懐かしさといった情緒的な

価値があり、これらのターゲットに支持されることが期待できるため。 

○取組方針 

・マーケティング調査・分析等により来訪につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲット

層の訴求するコンテンツを磨き上げ、都市部へのＰＲやプロモーションを行う。 

○第２ターゲット層  

①居住地等 

・起業家及びクリエイター（年代・性別は問わない） 

②キャラクター 

・新たなビジネスを始めるために、新鮮な気持ちになって構想を練りたい、アイデアを発想したいと

考えているが、日々の暮らしの中では、まとまった時間を見つけることができない人。 

・遊び心や好奇心といった五感を研ぎ澄ますことで、豊かな自然の他に「何も無い」ことに価値を見

出し、新しいものを生み出すことのできる、クリエイティブな感性の持ち主。 

・時間にとらわれないスローな時間を過ごすことで、自然の恵みを感じながらエネルギーを体にチャ

ージしたい、そうすることで新しい何かを生み出したいと考えている。 

○選定の理由 

・「四季の移り変わりや色彩の豊かさ」や「自然の中で感じるスローな時間」といった本市の資源と

ライフスタイルがターゲットと合致する。また、起業家やクリエイター等、感度の高い層を取り込む

ことにより、幅広い層への情報発信やリピーターの増加が期待できるため。 

○取組方針 
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・マーケティング調査・分析等により来訪につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲット

層の訴求するコンテンツを磨き上げるとともに、ＳＮＳやブログ等のソーシャルメディアを活用した

情報発信を強化する。 

○第３ターゲット層  

・欧米豪、台湾の外国人観光客 

（日本文化を愛し、里山の原風景に触れたい 20～50 代の個人旅行者リピーター） 

○選定の理由 

・日本の歴史・文化、自然への関心の高い層が多く、来訪者数が顕著な伸びを見せており、今後の市

場拡大も見込めるため。 

○取組方針 

・せとうちＤＭＯや広島県観光連盟と連携し、マーケティング・プロモーションを行い、情報発信力

や営業力を強化する。 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト １０００年アート里山・庄原 

～長い時間をかけて自然と人の共生によって生まれた、景観と暮らしの在り

方を次世代につなぐ「特別な里山」の観光地域づくり～ 

②コンセプトの考え方 ・第２期庄原市観光振興計画のビジョンである「里山の誇りを育む観光地

域づくり」により、地域の経済活性化と地域の持続的発展を目指す。 

・全国第 3位の古民家残存率が示す通り、日本の原風景、自然と共生した

里山の暮らしのあり方を強みとし、古民家空き家を再生した一棟貸しの宿

「古民家ステイズ」など、体験交流型の高付加価値旅行商品を開発し、イ

ンバウンド誘客につなげていく。 

・自然の営みと寄り添いながら暮らすことの豊かさを感じる場を提供し、都

市の里山の相互扶助を育む関係人口の創出。 

・観光の受益が、里山を構成する農林業（一次産業）など広く地域に行き

渡るよう、里山資源（土・自然・景観・地形・歴史・文化・暮らし等）×

学び×産業×交通を組み合わせた観光地域づくりを行う。 

 

【庄原市の有する資源：「里山の美」】 

・四季の移り変わりや色彩の豊かさをはっきりと感じられる。 

・全国第 3位の古民家残存率が示す通り、里山の景観や文化が残ってい

る。 

・里山景観や、そこに暮らす人々の日常生活を通じて、人の温かさ・優しさ

や、都市生活にない懐かしさが感じられる。 

・人々の意識が「おもてなしの精神」にあふれている。 
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５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

・令和 2年 4月 1日に（一社）庄原市観光協会を改組し、官民連携で行

政、商工、農業、観光、交通、宿泊、金融等の地域の多様な関係者を構

成員として、（一社）庄原観光推進機構を設立し、合意形成を図りなが

ら観光地域づくりを進めている。 

・定期総会 1回、理事会を 4回程度開催し、事業の進捗状況の確認、課

題の共有、今後の方向性について協議した。 

・市域が広大なため、観光事業者や観光団体等を定期訪問し、課題把

握、情報共有等を行いながら、さまざまなマッチングを支援している。 

・行政（市）から職員 2名を当機構へ派遣し、定期的に官民で情報交換

を行っている。 

・事業報告書については、定期総会で多様な関係者に広く共有するとも

に、当機構の WEB サイトに掲載し広く発信している。 

・市広報誌へ当機構の活動内容を紹介し、観光地域づくりへの参画を啓

発している。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

・「庄原市観光実態調査」を実施し、宿泊施設や道の駅等交流拠点施設

において、観光客アンケートを実施し、観光客の満足度やニーズ等を把

握し、観光事業者等へフィードバックしている。 

・また、観光地域づくり講座を実施し、観光人材の育成に取り組んでい

る。 

・今後、Ｇｏｏｇｌｅマイビジネスの活用など、観光事業者自らがＷＥ

Ｂサイト（庄原観光ナビ）およびＳＮＳのアクセス解析ができるよう支

援し、サービス改善につなげる。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

・庄原市の観光における情報発信・プロモーションのプラットフォーム

として、定期的に情報を取りまとめ、公式観光サイトや SNS 等で広く発

信している。特に Twitter は、庄原観光の旬な情報を原則 1日 1回以上

投稿し、フォロワー数が伸びた。 

・旅行先として「選ばれる庄原市」を公式観光サイトのトップページと

し、スマートフォン等でも見やすく、使いやすいレスポンシブデザイン

にした。また、WEB サイトから体験プログラムの予約につなげる仕組み

を構築するとともに、外部（来訪者）視点で庄原観光の魅力を発掘し、

庄原観光ナビ等へ特集記事を掲載した。 

・令和 4年度には、ブランドコンセプト「1000 年アート里山・庄原」の

イメージ浸透と庄原誘客を促進するため、「1000 年アート Instagram キ

ャンペーン」を行い、Instagram にて広告も配信した。 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

本計画の目標値は、広島県の作成した「ひろしま観光立県推進基本計画」の目標値を参考に、庄原市

観光の実情を踏まえるとともに、観光交流の産業化、経済的効果に向けて観光消費額の向上を重視した

目標値とした。 

なお、旅行消費額および延べ宿泊者数の目標値については、「第２期庄原市観光振興計画（平成 31年

度～平成 35 年度）」における目標値として設定しているものである。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

平成 29 年の実績値をベースとして、第２期庄原市観光振興計画の計画終期である令和 5 年時点で

8％増加することを目指す。 

●延べ宿泊者数 

平成 29 年の実績値をベースとして、第２期庄原市観光振興計画の計画終期である令和 5 年時点で

13％増加することを目指す。 

●来訪者満足度 

平成 30 年の実績値をベースとして、毎年１ポイント向上させ、令和 5年時点で 74%を目指す。 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

4,100 4,180 4,260 4,400 4,400   4,400   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

2,249 2,000 2,438 
   

（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

215 221 230 240 240   240   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

89 91 102 
   

（ ） （ ） （ ） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

71 72 73 74 74 74 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

80 85.3 84.5 
   

（ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

69 70 71 72 72 72 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

71 77.5 80 
   

（ ） （ ） （ ） 
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●リピーター率 

平成 30 年の実績値をベースとして、毎年１ポイント向上させ、令和 5年時点で 72%を目指す。 

 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

外国人受入体制の整備等による観光推進体制の強化や、観光情報発信の強化が重要な課題であると

考えており、外国人観光客数や WEB サイトのアクセス数の向上を重視した目標値とした。 

着地型観光事業については、今後当機構にて取り組みを強化していく最重要項目の一つであるため、

着地型旅行業に関する事項を指標項目として設定した。 

なお、外国人観光客数の目標値については、「第２期庄原市観光振興計画（平成 31 年度～平成 35年

度）」における目標値として設定しているものである。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●外国人観光客数 

インバウンド市場が回復することを予測し、今後、外国人観光客に対するプロモーションを強化して

いくことを見込み。平成 29 年の実績値をベースとして、第２期庄原市観光振興計画の計画終期である

令和 5年時点で 148％増加することを目指す。 

●WEB アクセス数 

平成 29 年の実績値をベースとして、平成 28年から平成 29 年の伸び率 4%を参考に毎年 4%増加する

と想定した。 

●着地型旅行業の販売額 

平成 29 年の実績値をベースとして、令和３年時点でほぼ倍増の 2,700 千円、令和 5年時点でさらに約

300 千円増の 3,000 千円を目指す。 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●外国人観光客

数 

（人） 

目

標 

7,000 10,000 12,000 14,000 14,000 14,000 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

3,197 9,893 3,959    

（ ） （ ） （ ） 

● WEB サイトの

アクセス数 

（千件） 

目

標 

1,118 1,160 1,207 1,254 1,254   1,254   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

731 955 917 
   

（ ） （ ） （ ） 

●着地型旅行業

の販売額 

（千円） 

目

標 

2,550 2,700 2,850 3,000 3,000   3,000   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

6,933 3,585 5,950 
   

（ ） （ ） （ ） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

 136,817,257（円） 【会費収入】     250,000 円 

【事業収益】    28,407,590 円 

【補助金負担金】 107,085,651 円 

【その他】     1,074,016 円 

2021（Ｒ３） 

年度 

157,206,851（円） 【会費収入】     250,000 円 

【事業収益】    21,455,762 円 

【補助金負担金】 132,671,321 円 

【その他】     2,829,768 円 

2022（Ｒ４） 

年度 

156,532,765（円） 【会費収入】     262,500 円 

【事業収益】    68,337,635 円 

【補助金負担金】  87,578,575 円 

【その他】        354,055 円 

2023（Ｒ５） 

年度 

113,935,000（円） 【会費収入】     270,000 円 

【事業収益】     25,000,000 円 

【補助金負担金】   88,664,000 円 

【その他】         1,000 円 

2024（Ｒ６） 

年度 

113,935,000（円） 【 会費収入】     270,000 円 

【事業収益】     25,000,000 円 

【補助金負担金】  88,664,000 円 

【その他】          1,000 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

113,935,000（円） 【 会費収入】     270,000 円 

【事業収益】     25,000,000 円 

【補助金負担金】  88,664,000 円 

【その他】          1,000 円 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

126,348,850（円） 事業費支出 73,586,009 円 

・マーケティングマネジメント事業 12,100,194 円 

・プロモーション事業 20,204,419 円 

・プロダクト開発事業 17,536,366 円 

・旅行業事業 7,353,251 円 

・受託事業等 16,391,779 円 

管理費支出 52,762,841 円 
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2021（Ｒ３） 

年度 

154,435,954（円） 事業費支出 100,176,295 円 

・マーケティングマネジメント事業 20,854.265 円 

・プロモーション事業 33,157,010 円 

・プロダクト開発事業 13,808,399 円 

・旅行業事業 3,955,978 円 

・地域商社事業 11,887,182 円 

・受託事業等 16,513,461 円 

管理費支出 54,259,659 円 

2022（Ｒ４） 

年度 

147,232,377（円） 事業費支出 86,823,065 円 

・マーケティングマネジメント事業 9,093,409 円 

・プロモーション事業 13,882,456 円 

・旅行業事業 6,397,157 円 

・地域商社事業 7,527,813 円 

・受託事業等 49,922,230 円 

管理費支出 60,409,312 円 

2023（Ｒ５） 

年度 

113,935,000（円） 事業費支出 52,249,000 円 

・マーケティングマネジメント事業 10,488,000 円 

・プロモーション事業 12,300,000 円 

・プロダクト開発事業 8,000,000 円 

・旅行業事業 7,000,000 円 

・地域商社事業 4,000,000 円 

・受託事業等 10,461,000 円 

管理費支出 61,686,000 円 

2024（Ｒ６） 

年度 

113,935,000（円） 事業費支出 52,249,000 円 

・マーケティングマネジメント事業 10,488,000 円 

・プロモーション事業 12,300,000 円 

・プロダクト開発事業 8,000,000 円 

・旅行業事業 7,000,000 円 

・地域商社事業 4,000,000 円 

・受託事業等 10,461,000 円 

管理費支出 61,686,000 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

113,935,000（円） 事業費支出 52,249,000 円 

・マーケティングマネジメント事業 10,488,000 円 

・プロモーション事業 12,300,000 円 

・プロダクト開発事業 8,000,000 円 

・旅行業事業 7,000,000 円 

・地域商社事業 4,000,000 円 

・受託事業等 10,461,000 円 

管理費支出 61,686,000 円 
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（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
・自主財源事業（地域商社事業×旅行事業）に重点を置き、マーケティング力を向上させることで、

安定財源を確保するとともに、当機構の強みを生かした観光関連事業の新たな受託について営業活動

に取り組み、ビジネスチャンスを創出する。 

 
 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

広島県庄原市は、一般社団法人庄原観光推進機構を庄原市における地域ＤＭＯとして登録したいの

で、一般社団法人庄原観光推進機構とともに申請します。 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 糸原 秀晴 

担当部署名（役職） 副本部長 

郵便番号 727-0021 

所在地 広島県庄原市三日市町 4番地 10（里山の駅庄原ふらり内） 

電話番号（直通） 0824-75-0173 

ＦＡＸ番号 0824-75-0172 

Ｅ－ｍａｉｌ kanko@shobara.net 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 広島県庄原市 

担当者氏名 横山 孝行 

担当部署名（役職） 企画振興部商工観光課観光振興係（係長） 

郵便番号 727-8501 

所在地 広島県庄原市中本町一丁目 10-1 

電話番号（直通） 0824-73-1179 

ＦＡＸ番号 0824-72-3322 

Ｅ－ｍａｉｌ kankou@city.shobara.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
広島県庄原市
【設立時期】 令和２年４月１日
【設立経緯】
③区域の観光協会がＤＭＯに移行
【代表者】 土井幹雄
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 坂田忠則
【財務責任者（ＣＦＯ）】 藤原 愛
【職員数】 12人（常勤11人（正職員9人・出向等2人）、非常勤1人）
【主な収入】
会費収入 262,500円、事業収益 68,337,635円
補助金負担金 87,578,575円、その他 354,055円 （令和4年度決算）
【総支出】
事業費支出 86,823,065円、管理費支出 60,409,312円（令和4年度決算）
【連携する主な事業者】
市内商工会議所・商工会、帝釈峡観光協会、㈱ＢＴＭ、休暇村帝釈峡、備北交通
㈱、㈱グリーンウインズさとやま、㈱緑の村、㈱広島銀行 外

項目
2020
（R2）年

2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
4,100 4,180 4,260 4,400 4,400 4,400

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
2,249 2,000 2,438

― ― ―
( ) (  ) (  )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
215 221 230 240 240 240

( ) (  ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
89 91 102

― ― ―
( ) ( ) ( )

来訪者
満足度

(％)

目標
71 72 73 74 74 74

( ) ( ) ( ) (  ) ( ) ( )

実績
80 85.3 84.5

― ― ―
( ) ( ) (  )

リピーター率
(％)

目標
69 70 71 72 72 72

( ) (  ) ( ) ( ) (  ) ( )

実績
71 77.5 80

― ― ―
( ) ( ) ( )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和5年 7月 21日

【主なターゲット】
・広島都市圏、関西圏及び首都圏等に居住する
50～60代男性及び30～40代女性
・起業家及びクリエイター（年代・性別は問わない）
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
・マーケティング調査・分析等により来訪につなが
る要因を分析し、分析結果に基づいてターゲット層
の訴求するコンテンツを磨き上げ、都市部へのＰＲ
やプロモーションを行う。
【観光地域づくりのコンセプト】
１０００年アート里山・庄原
～長い時間をかけて自然と人の共生によって
生まれた、景観と暮らしの在り方を次世代に
つなぐ「特別な里山」の観光地域づくり～

【地域商社事業】
①オンラインショップの運営
②物販拠点の伴走支援
③ふるさと納税業務の支援

【旅行事業】
①旅行商品造成支援による誘客
②教育研修旅行の企画運営
③高付加価値の看板商品開発

【マーケティング・プロモーショ
ン事業】
①顧客視点でブラッシュアップ
②プレスリリース、マスメディア
露出拡大

写真

写真

（登録）【地域DMO】 一般社団法人 庄原観光推進機構 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


